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子 ども と ともに未 来 をつ くる

◎劇団風の子九州
●お問い合わせ先…福岡市早 良区西 新5－5－13 〒8川－0002

℡092－84卜7889 FAXO92－84ト7896

【 1999年 上演作品の ご案内】

・ 竜 の とぷ 冬 ・ ミ ロ ー ン

・ うふ ふ

・ い ら っ し や い

・ 風の 子 あそ ぴや と っ ぴ ん し や ん

・ に つ こ り ぽ っ か り座

・ぴ－かぶ－

いたずら天 使 が 主 賓 になれ るファミリーホテル 花 景 色 。

0 歳 か らおとなま で、ほ っと一 息 グッズ 完 備しています。

ベビー便 座・おしめポ ット ミル クウオーマー・キ ッズディナー ・

世界 の絵 本・木の おもちやが いたず ら天 使 をおで迎 えいたします。
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F a m i l：＼′ ト I o l e l 滞丁屠 軋
〒ピ コリ ー1⊥ ・丁爪 句 p ■ ；ブ ；1：Jロトミサ ココD T 高 I 1
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F みん在で語ろう学校のこと友達のこと』

福岡県子ども会議は 県内の Jl学校 4 年生から 1●8 歳までの子どもが自主的に集まり、いろんな

ことを話し合 っていますム性別や国籍は無関係。みんなで語 る、みんなの『子ども会議』 ！

福岡県『子ども会議』連絡先 0 9 2 －6 3 1 －4 6 1 1

……お 問い合 わせ・ お 申込み はモ アキ ッズ 高官教 室へ …・‥

知能 を高め る遊びを通 しての幼児教主

●1 歳 か らの ナー サ リー クラ ス （過 1 ～ 3 回 コー ス）

●2 歳 児 コー ス

●3 歳 児 コー ス

●幼 稚 園 児 コー ス （小学校入学単価ヌース、受輸指導コース）

肌R【虎 ・ キ ッズ・ カ ンパニー

l O 笥 ¢l｛ 和 一†
～〒8 1 5－00 8 3 福 岡市 南区 高官 2－6－28 ス カイマ ン シ ョン高宮 5 0 3 号

T E L （0 9 2 ）5 2 8 －1 5 9 5

「
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〟とに或 る凍のお手伝い

福 I司県勤労者殊行合
福岡市中央区西中州 11－6 三光ビル 3 階 佃L O92－741－047 7

金
名射 の作成 から各産 チラシまで

S E IK O P R 暮N T IN G 本 社 福岡市西区周船寺3－28－1 ㊦ 819－0373・ P ho n e ：（092）806－570 8

正光 印刷株 式会社 営業所 福岡市中央区赤坂1－3－7 ㊦ 810－0042・ P hone ＝（092）74ト3266
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（ 、タ 千 ヨ ） 新聞定価 月ぎめ 3，92 5 円体 体価格 3，73 8円、消費税 187 円）、1部売り俄 込初 朝刊 110 円、夕刊 50 円 寮3種 郵便物認可闇新

「
世
界
中
の
だ
れ
だ

っ
ち
ゃ
、
ば
さ
ら
か
大
事
か
人
ば

い
」
「
お
い
た
ち
が
子
ど
も
や
ろ
う
が

一
人
の
人
間
と
し
て

認
め
て
く
れ
ん
ね
」
。
福
岡
県
内
の
中
学
、
高
校
生
ら
が
こ

ん
な
話
し
言
葉
で
表
現
し
た
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
・
九
州

バ
ー
ジ

ョ
ン

」
が
十

四
日

、
同
県
春

日
市
の

ク

ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
で
始
ま
る
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
フ
ォ
ー
ラ
ム
轡

1
n

福
岡
」
■で
発
表
さ
れ
る
。
頭
に
憩
い
浮
か
ん
だ
九
州
各
地
の

方
言
を
取
り
入
れ
た
訳
。
メ
ン
バ
ー
は
「
同
年
代
の
子
た
ち

が
権
利
条
約
を
自
分
の
も
の
と
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
期

待

し
て
い

る
。

中
高
生
ら
方
言
に
翻
訳

泉
約
を
訳
し
た
の
は
、
福
岡

県
教
蔵

鼻
紙
合
が
主
催
す
る

「
子
ど

も

会
議

」
の
メ

ン
バ
ー

ら
、
八
歳
か
ら
十
七
歳
ま
で
の

十
五
人
。
前
文
と
第

一
部
四
十

一
条

分
を

、
三
人

ず
つ
の

グ

ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
大
人
の
助
言

を
得
な
が
ら
審
き
換
え
た
。

敢
初
見
た
政
府
訳
の
印
象
は

「
わ
け
が
わ
か
ん
な
い
」
「
こ

ん
な
に
難
し
く

っ
て
子
ど
も
の

た

め
に
あ
ぁ
の
か
放
こ
磨

っ
。

た

。

そ
こ
で
文

章

ご
と
の
キ

ー

ワ
ー
ド
を
ま
ず
抜
き
出
し
、
博

多
弁
、
大
分
弁
、
熊
本
弁
…
…

と
、
地
域
が
分
か
ら
な
く
て
も

聞
き
覚
え
の
あ
る
言
い
回
し
に

置
き
換
え
て
い
っ
た
。

「
あ
れ
9
」
と
思
っ
た
点
も

盛
り
込
ん
だ
。
第
十
二
条
の
意

見
表
明
権
を
「
子
ど
も
ば

っ
て

ん
、
自
分
の
意
見
ば
回
に
買
う

こ
と

だ

っ
ち

ゃ
で
き
る

と
よ

」

と
訳
し
た
と
き
、
権
藤
真
布
さ

ん
（

二
古
は

「
で
む

先
生
や

親
に

雷

っ
て
も
む
だ
だ
ろ
う
し
」
と

肘

子
ど
も
の
権
利
集
約

十
八

歳
末
満
の
す
べ
て
の
子
ど
も
に

対
し
、
大
人
と
同
じ
よ
う
な
藩

見
表
明
権
、
思
想
・
良
心
・
宗

教
の
自
由
、
結
社
・
集
会
の
白

由
な
ど
の
権
利
を
保
障
す
る
条

約
。

一
九
八
九
年
十

二
月
の
国

連
総
会
で
採
択
さ
れ
、
九
〇
年

九
月
に
発
効
。
日
本
は
九
四
年

五
月
に
批
准
し
た
。
政
府
は
九

六
年
五
月
、
国
連
に
第

一
回
報

岱
番
を
振
出
し
た
。

【前文】

●人間の尊厳及び価値に関する信念を改めて確認し、（中略）社

会的進歩及び生活水準の向上を促進することを決意した・‥‥・

★どぎゃん人でん大事大事にするこつで、わが遵の社会や類三活を

よう してい こうち決 めた ったい。

●児童が、社会において個人として生活するため十分な準備が整

え られ るべきで あ り、‥… ・

★おいたちがのびのびと育 っていくには、のびのびできる場がほ

しか。

【第 6条 2 項】

●締約国は、児童の生存及び発達を可能な最大限の範脚において

確保する。

★国は 、うち らみん なが 人間 らし ゅう 、で っか く炭住 きで きる ご

つ、ぎ ゃば しっか りがんば らな いかんば い。

【欝14条 1項】

●締約国は、思憩、良心、及び宗教の 自由についての児童の権利

を尊重する。

★宗教ば、自由に決めてもよか。どんかこつば考えてもよか。な

んば正 しいち考 えて もよか 。みん な 白由 たい。

（●は政府訳、★は九州バージョン）

謹呈「同世代へ届 けたい 」

思

っ
た
。

そ
こ

で
「
こ
げ
ん

か

決
ま
り
が
ち

ゃ
ん
と
あ
る
と

に
、
臼
茶
は
だ
れ
に
貰
う
た
ら

よ
か
と
9
」
と
磨
き
加
え
た
。

永
渓
京
平
さ
ん
（
云

の
グ
ル

ー
プ
で
は
、
「
家
庭
」
を
訳
す

と
き
に
意
見
が
出
た
。
「
家
族

の
な
い
人
も
い
る
よ
」
。
観
で

な
く
て
も
自
分
た
墓

受
け
此
J

め
て
く
れ
る
場
所
、
と
い
う
腰

昧
で
「
の
ぴ
の
ぴ
で
き
る
場
」

と
訳
し
た
。
永
漢
さ
ん
は
「
胃

薬
に
愛
番
が
わ
い
た
。
権
利
条

約
を
知
ら
な
い
人
に
も
、
届
い

て

ほ
し

い
」
と

貰
う
。

十
四
日
は
午
後

一
時
か
ら
の

オ

ー
プ

ニ
ン
グ
で
全
文

の
発

表

が

あ
る

。
フ

ォ
ー
ラ

ム

へ
の

問

い
合
わ
せ
は
、
九
大
教
育
学
部

社
会
教
育
学
研
究
室
内
の
実
行

委
東
金
（
0
9
2
・

6
4
2

・

3

1

3

0

）

へ

。

「
子
ど
も

の
権
利

条
約
・
九

州

バ
ー
ジ

ョ
ン
」

の
メ

ン
バ
ー
ら

。
街
角

で

フ
ォ
ー
ラ

ム

ヘ
の

参

加
を
呼

び
か

け
た
＝

福
岡
市
内
で
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《 朝 日新 聞 よ り≫
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